
令和２年度 学校評価に関する分析と改善策 

 

【生徒アンケートの分析】 
 
○生徒全体について 

 
・全体の回収率が高く維持できている。 
・昨年度までの課題であった、設問項目７「図書館活動が充実し、リクエストカードを活用するなど本に親しむ環境を

整えている」の肯定的回答は、前年よりも更に１０%以上上昇している。図書館通信の発行回数の増加や館内のレイ

アウトの工夫、夜間部１年次への図書館オリエンテーション等での積極的な図書館活動が浸透してきた成果である。 
 
○全日制生徒について 

 
・肯定的評価の高い項目（上位３項目） 
 設問項目１１「学校の施設・設備の安全点検は適切に行われている」（９０．１％） 
設問項目 ３「あいさつ運動、服装指導など、生徒指導が適切に行われている」（８６．１％） 

 設問項目 ７「図書館活動が充実し、リクエストカードを活用するなど本に親しむ環境を整えている」（８５．７％） 
  
・肯定的評価の低い項目（下位３項目） 
 設問項目 ４「学校全体でいじめを許さない雰囲気づくりに努めている」（７４．３％） 
 設問項目 ９「学校で実施している人権統一ＬＨＲや共同鑑賞により、人権意識は向上している」（７６．５％） 
 設問項目１２「学校と保護者の連携が適切に行われている」（７８．６％） 
  
  
○定時制生徒について 

 

・肯定的評価の高い項目（上位３項目） 
 設問項目１１「学校の施設・設備の安全点検は適切に行われている」（８９．４％） 

 設問項目１０「清掃活動がしっかりと行われ、学校は美しく保たれている」（８３．０％） 
 設問項目１２「学校と保護者の連携が適切に行われている」（８１．４％） 
 
・肯定的評価の低い項目（下位３項目） 
 設問項目 ９「学校で実施している人権統一LHRや共同鑑賞により、人権意識は向上している」（６７．０％） 
 設問項目 ４「学校全体でいじめを許さない雰囲気づくりに努めている」（６８．７％） 
 設問項目 ８「保健室の利用や悩みごとの相談など心身の健康を保つための対応が適切に行われている」（７２．９％） 
 
 
◎原因・要因・改善策 

・学校が行う様々な教育活動に関して、生徒にその意義を充分に説明するとともに、教育課程や学校行事に本校の特色

が出せるよう継続して取り組む。 

・「いじめ」に関するアンケートを今後も実施し、結果について生徒に考えさせるなど事後学習をさらに充実させる。 

・定時制昼間部においてもキャリア学習の取組みを実施している。今後も学校全体で個人面談の充実を図るとともに、

保護者にも進路情報を発信していく必要がある。 

・各教科の授業や総合的な学習（探究）の時間において、図書館の活用を積極的に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

【保護者アンケートの分析】 

 

○保護者全体について 

 

・保護者のアンケート回収率の向上に向けて、今後も工夫をしていく必要がある。 

・例年と同様、どの項目も概ね肯定的な回答となっている。 

・設問項目４「子どもは、いじめられることなく、安心して登校している」については、高い評価になっている。 

・回答番号⑤「知らない、わからない」の割合が年々減少している。 

 

○全日制保護者について 

 

・肯定的評価の高い項目（上位３項目） 
 設問項目１０「学校に行った時、教室や廊下は美しく整っていた」（９４．５％） 

設問項目 ４「子どもは、いじめられることなく、安心して登校している」（９３．１％） 

 設問項目１１「学校に行った時や電話をかけた時の職員の対応は丁寧だった」（９２．２％） 

   

・肯定的評価の低い項目（下位３項目） 
 設問項目 ５「講演会や保護者懇談会、各種通信などにより進路情報が保護者にも提供されている」（７６．７％） 
設問項目  ６「学校行事が活発に行われ、学校生活に活気と充実感を与えている」（７７．６％） 
設問項目 ８「保健室の利用や悩みごとの相談など、心身の健康を保つための対応が適切に行われている」（８０．２％）  

         
  

○定時制保護者について 

 

・肯定的評価の高い項目（上位３項目） 
 設問項目１０「学校に行った時、教室や廊下は美しく整っていた」（９６．２％） 
設問項目 ４「子どもは、いじめられることなく、安心して登校している」（８７．２％） 
設問項目 ３「あいさつ運動、服装指導など、生徒指導が適切に行われている」（８５．５％） 

  

・肯定的評価の低い項目（下位３項目） 
 設問項目 ８「保健室の利用や悩みごとの相談など、心身の健康を保つための対応が適切に行われている」（５７．６％） 

 設問項目  ９「学校で実施している人権統一LHRや共同鑑賞により、子どもたちの人権意識は向上している」（６５．４％） 

設問項目 ７「図書館活動が充実し、リクエストカードを活用するなど本に親しむ環境を整えている」（７１．２％） 

                                               

                                               
 

◎原因・要因・改善策 

 

・学校の様子を、今後も学校ホームページに掲載するなど、情報発信に努める必要がある。 

・保護者の回答では、設問項目 ４「子どもは、いじめられることなく、安心して登校している」の肯定的な回答率は

高い。また、校舎内の環境整備や職員の応対についても高い評価をいただいている。子供たちが安心で安全な学校生

活を過ごすことができるよう、また、さらに信頼される学校づくりに向けて様々な取組みを充実・発展させる 

 必要がある。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 
学校評価の活用等について（課題の改善に向けた具体的な取組み等） 
 
（領域１：学校経営） 
○ 総合単位制高校としての完成年度を経て、ＰＤＣＡのサイクルにより常に改善すべき点を見極めることによ

り、県民の期待に応える教育活動の実践強化を図る。 
 

（領域２：学習指導） 
○ 新学習指導要領の導入を目前に控え、生徒が自ら学ぼうとする学習姿勢を育成すべく、生徒の興味関心を引き

出す授業方法（例：アクティブラーニングなど）や評価方法をさらに工夫する。 
○ 学習指導要領の趣旨を踏まえ、本校の特色にあった授業展開を工夫する。 

 
（領域３：生徒指導） 
○ 基本的な生活習慣を徹底させるために、「厳しさ」と「きめ細かさ」のある指導および「支援」を粘り強く継

続する。 
○ 学校いじめ防止基本方針に則り、アンケートの実施や個別面談、啓発活動等をとおして、いじめ防止に向けた

取組を進める。また、いじめ対策委員会を定期的に開催して様々な観点から常に改善を図る。 
 

（領域４：進路指導） 
○ 学校としての到達目標を明確にしながら、個々に応じた進路希望実現に取り組む。 
○ ３年間の指導計画に基づいたキャリア教育をさらに推進する。 

 
（領域５：特別活動等） 
○ 部活動の効率的な指導方法を追求するとともに、さらなる活性化の方策を工夫して、活気ある学校づくりのた

めの行事の充実と見直しに取り組む。 
 

（領域６：学校図書館） 
○ 読書活動の推進に向けての取り組みを充実し、授業との連携を一層図りながら、図書館利用を促進する。 

 
（領域７：保健・安全指導） 
○ 教育相談や特別支援に関する情報交換や研修を通して教職員の共通理解を図り、個々の生徒支援を充実させ

る。個別の支援計画の作成と活用を今後も推進する。 
○ 外部機関との連携をさらに進めて、多角的な生徒支援の充実を図る。 

 
（領域８：人権教育） 
○ 生徒が安心して学校生活を送れるよう人権意識の高揚に努め、教育環境の整備を心がける。 
○ 職員研修を充実させることにより、職員の人権意識を高める。 

 
（領域９：環境教育） 
○ 校舎内外の美化活動に力を入れて、省エネやごみの減量化を意識した取組や指導を行う。「持続可能な開発の

ための教育（ESD）」を意識した環境教育も取り入れる。 
 

（領域10：事務・管理） 
○ 個人情報だけでなく、様々な危機管理意識を高める。また、定期的な巡視を継続的に実施して、 

施設・設備の安全管理を適切に行う。 
○ 学校の教育活動を根底で支える事務の円滑な実施を目指す。 

 
（領域11：その他学校の取組み） 
○ ＰＴＡ活動のさらなる活性化を図るとともに、地域との連携を強化する。 
○ 充実した生活の基盤である、「食事（食育）」の意識を高める指導を工夫する。 

 
 

 

 


